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西ノ島町役場　環境整備課　６－１７４８

　今年も降雪シーズンを迎えました。国道・県道及び町道の除雪作業にあたり、ご協力をお願いします。
 ・除雪期間：平成２７年１２月１日から平成２８年３月３１日まで
・除雪作業は、積雪量が１５㎝程度から行います。
・急坂路の危険箇所には凍結防止剤を配置してあります。凍結防止剤は、必要に応じて散布をしてください。
・期間中、自動車等を路上に放置しないようお願いします。
・住居の雪を道路上に搬出しないようお願いします。
・除雪のため、田畑等に砂利等が落ちる可能性がありますが、ご了承ください。
・竹や木に降り積もる雪で交通の障害になった場合は、交通を確保するため、竹や木の枝を切り払いますので
　ご了承ください。
・冬用タイヤの交換は、早めに行いましょう。

　　
　ご不明な点やお問い合わせは下記へご連絡ください。
　　・島根県隠岐支庁県土整備局島前事業部　（７）９１１６　・西ノ島町環境整備課　（６）１７４８

　気温がマイナス4度以下になると、水道管や蛇口は、凍ったり破裂することがあり
ます。テレビ、ラジオなどの天気予報をこまめにチェックし、早めに凍結防止の準備を
してください。敷地内の給水管から蛇口までの水道施設の修理は所有者の負担となり、
費用も多くかかりますので、くれぐれも水道管の凍結にはご注意ください。
 
■凍結しやすい場所は
・屋外で水道管がむき出しのところ
・家の北側で陽の当たらないところ
・風当たりの強い場所

■水道管の凍結を防ぐためには
・水道管や蛇口の部分に、保温材・古い毛布・布きれなどを濡れないように巻きつけ、さらにその上からビニー
ルなどを巻いて保温してください。濡れているとそこから凍結します。
・メーターボックス内に、発泡スチロール製の保温材や古い毛布などをビニール袋に入れて、メーターを上下左
右から保護するように取り付けてください。

■水道管が凍ってしまったら
①蛇口を開ける
②凍った部分にタオルや布をかぶせる（タオル等をかぶせるのは余熱を利用するため）
③その上からゆっくりとまんべんなく「ぬるま湯」をかける
注意：熱湯を急にかけると、水道管や蛇口が破裂しますので十分注意してください

■水道管が破裂したときは
　水の噴出を防ぐためにメーターボックス内の止水栓を閉め、下表「西ノ島町給水装置工事指定事業所」に修理
を依頼してください。

■こんな時には要注意
・外気温がマイナス4度以下になったとき
・旅行などで家を留守にする時など、長期間水道を使用しないとき
・一日中、外気温が氷点下の「真冬日」が続くとき

西 ノ 島 町 給 水 装 置 工 事 指 定 事 業 所

山下土木工事所 物　井 ７－８８２１ さ ん も く 工 業 美田尻 ７－８８４４ 西 ノ 島 設 備 浦　郷 ６－１５１０
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放
送
大
学
で
は
、
平
成
28
年
度
第
１
学
期
（
４
月

入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自

然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

出
願
期
間

　

12
月
１
日
か
ら
２
月
29
日
ま
で
。

　

３
月
１
日
か
ら
３
月
20
日
ま
で
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
８
５
２
‐
２
８
‐
５
５
０
０
）
ま
で
ご
請
求

下
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。

【
入
学
説
明
会
・
相
談
会
】

　

12
月
13
日
・
２
月
14
日

　

島
根
学
習
セ
ン
タ
ー
第
２
講
義
室

　

概
要
説
明
・
履
修
相
談
等

　
　
　

※
10
時
〜
／
14
時
〜
の
２
回

問
い
合
わ
せ
は
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

　　

平
成
27
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）
に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る

公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺

族
年
金
」
等
を
受
け
る
方
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な

い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
。

【
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
】

１　

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

２　

戦
没
者
等
の
子

３　

戦
没
者
等
の
①
父
母　

②
孫　

③
祖
父
母　

④
兄
弟
姉
妹

　

 

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ

と
等
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が

入
れ
替
わ
り
ま
す
。

４　

上
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等
内
の
親
族

（
甥
、
姪
等
）

 

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
の
生
計
関

係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

　

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

　
（
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
十
回
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ

　

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

　

役
場
健
康
福
祉
課
（
６
‐
０
１
０
４
）

・
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
隠
岐
ど
う
ぜ
ん
地
区
本
部
が
管
理
す
る
牧
野
内
12
月
11
日
か

ら
２
月
15
日
ま
で

・ 

右
記
以
外
の
狩
猟
可
能
場
所
：
11
月
15
日
か
ら
２
月
15
日
ま
で

○
狩
猟
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
所

・
鳥
獣
保
護
区
（
焼
火
山
南
側
）、公
道
（
私
道
で
な
い
道
路
全
般
・
赤
道
も
含
む
）、

公
園
法
の
特
別
保
護
地
区
、
社
寺
境
内
、
墓
地
な
ど

○
銃
猟
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
所
等
（
狩
猟
禁
止
場
所
に
下
記
を
追
加
）

・
市
街
地
又
は
、
人
家
、
人
の
集
ま
る
場
所
、
人
畜
・
建
物
・
自
動
車
・
船

舶
等
に
弾
丸
が
到
達
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
方
向
で
の
発
砲

○
銃
猟
の
時
間
規
制

・
日
没
後
か
ら
日
の
出
前
ま
で
の
銃
猟
は
禁
止
（
日
没
後
か
ら
日
の
出
前
ま

で
の
時
刻
は
、
実
際
に
日
光
の
明
暗
で
は
な
く
、
歴
に
よ
る
日
没
・
日
の
出

の
時
刻
と
さ
れ
て
い
る
）

・
垣
・
柵
等
で
囲
ま
れ
た
土
地
、
作
物
の
あ
る
土
地
で
狩
猟
を
す
る
場
合
は
、

土
地
所
有
者
（
占
有
者
）
の
承
諾
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

冬
季
は
、
山
林
や
畑
で
仕
事
を
し
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
の
で
、
ハ

ン
タ
ー
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
事
故
の
な
い
よ
う
安
全

確
認
を
徹
底
し
て
頂
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
法
令
や
マ
ナ
ー

の
遵
守
も
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ハ
イ
キ
ン
グ
や
畑
仕
事
等
で
入
山
さ
れ
る
場
合
に
は
目
立
つ
色
の
服
を
着
用

し
、
携
帯
ラ
ジ
オ
を
か
け
る
な
ど
、
自
分
の
存
在
を
ハ
ン
タ
ー
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
く
だ
さ
い
。
狩
猟
し
て
い
る
場
所
へ
遊
び
で
近
づ
か
な
い
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　


